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１．延岡市民まちづくりアンケート 

令和８年度からの向こう 10 年間を見据えた新しい長期総合計画の策定にあたり、

数値だけに注目するのではなく、特に、すべての世代の市民の皆様が、いかに希望

を抱き、安心感を持ちながら、チャレンジしていくことのできるまちにしていくか、

が大事なポイントになることから、当該アンケート調査を通じて、市民の皆様が日

頃お考えのことや感じておられること、取り組まれていることなどをお聞きし、そ

の結果を計画に反映していくために、以下のとおり市民アンケート調査を実施した。 

 

〔懇話会による検討〕 

アンケート内容は「まちづくりの目標設定のあり方に関する懇話会」にて検討を

行った。 

・第１回 令和６年 12 月 20 日、12 月 23 日（２回に分けて開催） 

・第２回 令和７年１月 17 日 

 

⑴ 調査対象者 

・18 歳以上 80 歳未満の市内居住者 

 

⑵ 調査数・対象者抽出方法 

・調  査  数： 3,535 人  

・対象者抽出方法：住民基本台帳データから中学校区別に無作為抽出 

 

⑶ 照会方法 

・郵送により発送。紙又は Logo フォーム（インターネット）により回答 

 

⑷ 調査期間 

・令和７年３月 17 日～４月 16 日 

 

⑸ 実施結果            （前回） 

・回収数 935 通／3,535 通  ・回収数 1,209 通／3,300 通 

・回収率 26.4％   ・回収率 40.3％ 
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２．職員ワーキンググループ 

係長級の職員により構成されたワーキンググループ。令和７年６月～８月にかけ

て、分野ごとに６つの班に分かれて計３回開催。100 人市民会議でいただいた意見

等も踏まえながら、計画原案の作成を行った。 

〔班構成〕 

第１部 交 流 連 携 班      第２部 産 業 振 興 班 

第３部 地域づくり班      第４部 人 づ く り 班 

第５部 都 市 環 境 班      第６部 行財政運営班 

 

３．市民ワーキンググループ「100 人市民会議」 

公募及び推薦メンバーにより構成された市民ワーキンググループ。令和７年７月

～８月にかけて、分野ごとに６つの班に分かれて計２回開催。参加者は各班の中で

さらに数人ずつのグループに分かれ、テーマに沿って「５年後に目指す姿」や「市

民・地域・行政の役割」等について意見交換を行った。 

〔メンバー構成内訳〕 

公募 45 人、推薦 79 人  計 124 人 

 

４．三北地域活性化協議会 

三北地域活性化協議会の委員により構成されたワーキンググループ。令和７年８

月～９月にかけて各地区で１回ずつ開催し、様々な意見を聴取した。 

〔日 時、参加者数〕 

  北浦 ８月 27 日 ８人 

北方 ８月 28 日 ８人 

北川 ９月 １日 ７人 

 

５．策定専門部会 

部局長～課長級の職員により構成された部会。令和７年８月～10 月にかけて、

第６次長期総合計画の基本構想に掲げる基本目標に沿って６つの班に分かれて計

３回開催。職員ワーキンググループで作成した計画原案をもとに、100 人市民会議

及び三北地域活性化協議会で出された意見への対応等について協議・検討を行った。 

〔部会構成〕 

第１部 交 流 連 携 部 会      第２部 産 業 振 興 部 会 

第３部 地域づくり部会      第４部 人 づ く り 部 会 

第５部 都 市 環 境 部 会      第６部 行財政運営部会 
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６．策定会議 

   市長、副市長、教育長、部局長で構成する会議を２回開催し、策定専門部会での

検討案について、協議を行った。 

 

７．審議会 

⑴ 委嘱状交付及び第１回審議会（全体会） 

市長より各委員へ委嘱状の交付を行い、審議会へ計画案の諮問を行った。 

日 時：令和７年 10 月 31 日 

   会 長：第１回審議会…………吉玉  典生（延岡商工会議所 会頭） 

       第２回審議会以降…… 森  龍彦（延岡商工会議所 会頭） 

 

⑵ 第２回・第３回審議会（分科会） 

第７次長期総合計画の基本構想に掲げる７つの基本目標分野ごとに３つの分科

会に分かれて、令和７年 11 月 17 日～12 月９日にかけて各２回ずつ開催し、審議

を行った。 

〔第１分科会〕 

分科会長：松田 和己（延岡市文化連盟 会長） 

       第１部「次世代を育むまち」 

       第４部「安心・安全なまち」 

       第５部「多様性を認め合い学び活躍できるまち」 

   〔第２分科会〕 

分科会長：黒木 保善（INOBECH 協同組合 理事長） 

       第２部「交流連携のまち」 

       第３部「力強い産業・経済のまち」 

   〔第３分科会〕 

分科会長：森 龍彦（延岡商工会議所 会頭） 

       第６部「快適に暮らせるまち」 

       第７部「まちを支える市役所」 

 

⑶ 第４回審議会（全体会） 

各分科会からの報告を受け、全体審議を行った。 

日 時：令和７年 12 月 16 日 

    

⑷ 答 申 

森会長より市長へ答申をいただいた。 

   日 時：令和７年 12 月 19 日 

 

８．パブリックコメント 

   令和７年 12 月 26 日～１月 25 日にかけて、計画素案を市ホームページに掲載し

たほか、各総合支所の窓口や、各コミュニティセンター等で閲覧に供し、市民の意

見、提案を募集した。 
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１．未来づくり講演会 2025 

〔目 的〕 

第７次長期総合計画策定のキックオフイベントとして、「希望あふれる延岡」の

実現に向けたまちづくりについて考える講演会を開催。 

・日 時 令和７年６月８日 

・内 容  

〔第１部 特別講演〕 

テーマ：「市民が希望を持って暮らし、学び、働くことのできるまち   

づくり」 

講 師：玄田有史 氏（東京大学社会科学研究所 教授） 

  〔第２部 パネルディスカッション〕 

テーマ：「希望あふれる延岡」を実現するために 

出演者：玄田有史氏、山本一丸副市長、柳田涼介氏（若者代表） 

・参加者数 220 人  

 

２．ミライの延岡 絵画コンテスト 

〔目 的〕 

幅広い年代の方に将来のまちづくりに関心を持ってもらうため、「希望あふれる

延岡とわたし」をテーマに絵画コンテストを開催し、作品募集を行った。 

・募集期間：令和７年７月１日～９月 12 日 

・応募総数：68 作品 

・審査結果：最優秀賞 南小学校  ５年 大﨑 宙さん 

      優 秀 賞 東海東小学校４年 安田 晴香さん 

      優 秀 賞 尚学館小学校１年 田中 芳樹さん 

 

３．ロゴマーク募集 

〔目 的〕 

第７次長期総合計画に基づく新たなまちづくりが始まることを広く浸透させ、市

民をはじめ多くの方々に関心を持っていただくとともに、本市に対する誇りや愛着

を高め、市民が一体となって未来に向かっていけるようなロゴマークの募集を行っ

た。 

・募集期間：令和７年７月１日～９月 12 日 

・応募総数：５作品 

  ・制 作 者：小野 信介さん  

そ の 他 
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〔ミライの延岡 絵画コンテスト作品集〕 

 

 

  

「個性あふれる未来へ」 「サステナブルで安心安全な延岡」 

  

「ミライのべおか」 「天くうのしま」 

  

「自然を残しながら進化していく延岡」 「花が大きくなった」 

 

佳 作 （ 1 0 作 品 ） 
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「住みやすい延岡」 「未来の川島小学校」 

  

「えがお」 「そらの町」 
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１．計画策定の趣旨 

本市は、平成 28 年３月に策定した第６次延岡市長期総合計画をまちづくりの基

本として、また、行財政運営の総合的・長期的な指針として、様々な施策を展開し

てきており、現在、令和７年度を目標年度とする後期基本計画の着実な推進に取り

組んでいる。 

一方、本市を取り巻く環境は、様々な側面で大きく変化してきており、これまで

の積み重ねの上に立ちつつも、大きな社会・経済の構造的変化を踏まえ、且つそれ

らを的確に捉えて本市の発展につなげていくため、これまで以上にまちづくりの原

点に立ち返りながら、大胆な変革をしていく必要がある。 

新たな総合計画の策定にあたっては、我が国全体の人口減少が進んでいる中、人

口などの数字のみにとらわれるのではなく、市民の皆様が延岡に自信と誇りを持ち、

さらに安心して暮らし、働き、学ぶことのできるまちづくりを進めることこそが重

要であるとの基本理念のもと、「希望あふれる延岡」を実現するための基本的方向

及び体系を示す長期総合計画を策定するものとする。 

 

２．計画の構成及び期間 

⑴ 計画の名称 

「第７次延岡市長期総合計画」 

⑵ 計画の構成・期間 

「基本構想」「基本計画」により構成する。 

〔基本構想〕 

市政の最高理念であり、都市像及び基本目標を示すもの。延岡市がめざす総合

的かつ計画的なまちづくりの基本理念・基本方向を示し、将来のあるべき姿及び

それを実現するために必要な施策の大綱を明らかにする。 

期間：令和８年度から令和 17 年度を目標年度とする 10 年間 

〔基本計画〕 

市政の基本的な計画であり、基本目標を踏まえた施策の基本的方向及び体系を

示すもの。 

期間：令和８年度から令和 12 年度を目標年度とする５年間(前期基本計画) 
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３．計画策定の体制及び手法 

次のような体制及び手法で計画策定を進めるが、各段階で市民に可能な限り情報

提供するとともに、広く市民の意見を聴き、市民と連携して計画づくりを進める。 

⑴ 長期総合計画審議会 

・総合計画策定にあたり、延岡市長期総合計画条例に定められた審議会を設置する。 

・審議会は、市長の諮問に応じ、長期総合計画に関する事項について調査、審議し

答申する。 

・公共的団体を代表する者、行政機関の職員及び学識経験者のうちから市長が委嘱

する。 

 

⑵ 地域活性化協議会（北方、北浦、北川） 

・三北の地域活性化協議会からそれぞれ意見を聴取する。 

 

⑶ 市民ワーキンググループ 

・市民と連携した計画づくりを一層進めるため、市民ワーキンググループ「100 人

市民会議」を設置する。 

・公募及び庁内からの推薦による委員により構成する。 

 

⑷ 庁内体制 

・策定会議（市長、副市長、教育長、部局長） ※行政経営会議をもって充てる 

・策定専門部会（課室長） 

・職員ワーキンググループ（部局長・課室長以外の係長級以上の職員） 

・課内検討会（各課室） 

 

⑸ まちづくりの目標設定のあり方に関する懇話会 

・市民アンケート調査や向こう 10 年間の目標のあり方等について、広く市民等の

意見を反映させるため、懇話会を設置する。 

・委員は、公共的団体を代表する者、市民、行政機関の職員、学識経験者その他市

長が適当と認める者のうちから市長が委嘱する。 
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⑹ その他の意見集約手法 

・延岡市民まちづくりアンケートの実施 

・市民からの意見・提言募集（パブリックコメント） 

 

⑺ その他 

・講演会の開催による機運醸成 

・ミライの延岡 絵画コンテスト 

・キャッチフレーズ募集 

・ロゴマーク募集 

 

４．計画策定の期間 

令和６・７年度の２ヵ年で策定する。 
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（設置） 

第１条 延岡市長期総合計画（以下「計画」という。）の策定にあたり、計画の策定を

円滑に行うため、庁内に次の組織（以下「庁内組織」という。）を設置する。 

 （1）延岡市長期総合計画策定会議（以下「策定会議」という。） 

 （2）延岡市長期総合計画策定専門部会（以下「策定専門部会」という。） 

 （3）延岡市長期総合計画策定ワーキンググループ（以下「ワーキンググループ」と

いう。） 

（策定会議） 

第２条 策定会議は、延岡市行政経営会議をもって充てる。 

（策定専門部会） 

第３条 策定専門部会の構成は、別表１のとおりとする。 

２ 部会長は、策定専門部会を総括し、会議を招集する。 

３ 副部会長は会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（ワーキンググループ） 

第４条 ワーキンググループは、別表２に掲げる関係部局の職員のうち部長等が推薦す

る職員で構成する。 

２ ワーキンググループの班に班長及び副班長を置く。 

３ 班長は、班を総括し、会議を招集する。 

４ 副班長は班長に事故があるとき、又は班長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（設置期間） 

第５条 庁内組織の設置期間は、設置の日から計画の策定完了時までとする。 

（庶務） 

第６条 庁内組織の庶務は、企画部企画課が処理する。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この要綱は平成 18 年７月３日から施行する。 

２ 延岡市総合計画策定委員会設置要綱、延岡市総合計画ワーキンググループ設置要綱

及びこれらの要綱に基づく定めについては廃止する。 
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（別表１）策定専門部会 

部会 部　局　長

企画部 企画課長／地域・離島・交通政策課長／国スポ・障スポ推進課長

総務部 総務課長

商工観光文化部 観光戦略課長／人材政策・移住定住推進室長／歴史・文化都市推進課長

都市建設部 都市計画課長／高速道対策課長

教育委員会 アスリートタウン推進課長／文化財・市史編さん課長

北方総合支所 地域振興課長

北浦総合支所 地域振興課長

北川総合支所 地域振興課長

農林水産部 総合農政課長／農業畜産課長／林務課長／水産課長

商工観光文化部 商業・駅まち振興課長／観光戦略課長／工業振興課長

農業委員会 事務局長

北方総合支所 産業建設課長

北浦総合支所 産業建設課長

北川総合支所 産業建設課長

企画部 経営政策課長／スマートシティ推進室長

危機管理部 危機管理企画課長／災害支援課長

市民環境部 国民健康保険課長／市民課長／生活環境課長

健康福祉部 総合福祉課長／介護保険課長／生活福祉課長／こども保育課長

おやこ保健福祉課長／障がい福祉課長／健康長寿課長／地域医療政策課長

消防本部 消防次長／消防署長／総務課長／予防課長／警防課長

北方総合支所 市民サービス課長

北浦総合支所 市民サービス課長

北川総合支所 市民サービス課長

企画部 人権推進課長／男女共同参画推進室長／国スポ・障スポ推進課長

商工観光文化部 歴史・文化都市推進課長

教育委員会 教育政策課長／学校支援課長／学校教育課長／アスリートタウン推進課長

社会教育課長／図書館長／北方分室長／北浦分室長／北川分室長

企画部 地域・離島・交通政策課長

市民環境部 生活環境課長／廃棄物処理施設整備室長／脱炭素政策室長／資源対策課長

清掃工場長

都市建設部 都市計画課長／土木課長／建築住宅課長／建築指導課長／空家施策推進室長

用地調査課長

上下水道局 業務課長／水道課長／下水道課長

北方総合支所 産業建設課長

北浦総合支所 産業建設課長

北川総合支所 産業建設課長

企画部 企画課長／経営政策課長／情報政策課長／契約管理課長

総務部 総務課長／職員課長／管財課長／財政課長／市民税課長／資産税課長

納税課長

商工観光文化部 新財源確保推進室長

選挙管理委員会 事務局長

監査委員事務局 事務局長

議会事務局 事務局次長

北方総合支所 市民サービス課長

北浦総合支所 市民サービス課長

北川総合支所 市民サービス課長

構　　　　成

企画部長

北川総合支所長

交

流

連

携

産

業

振

興

農林水産部長

商工観光文化部長

北浦総合支所長

危機管理部長

健康福祉部長

消防長

地

域

づ

く

り

人

づ

く

り

教育部長

議会事務局長

市民環境部長

都市建設部長

上下水道局長

都

市

環

境

総務部長

北方総合支所長

会計管理者

行

財

政

運

営
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（別表２）職員ワーキンググループ 

班

企画部 企画課／地域・離島・交通政策課／国スポ・障スポ推進課

総務部 総務課

商工観光文化部 観光戦略課／人材政策・移住定住推進室／歴史・文化都市推進課

都市建設部 都市計画課／高速道対策課

教育委員会 アスリートタウン推進課／文化財・市史編さん課

北方総合支所 地域振興課

北浦総合支所 地域振興課

北川総合支所 地域振興課

農林水産部 総合農政課／農業畜産課／林務課／水産課

商工観光文化部 商業・駅まち振興課／観光戦略課／工業振興課

農業委員会 農委事務局

北方総合支所 産業建設課

北浦総合支所 産業建設課

北川総合支所 産業建設課

企画部 経営政策課／スマートシティ推進室

危機管理部 危機管理企画課／災害支援課

市民環境部 国民健康保険課／市民課／生活環境課

健康福祉部 総合福祉課／介護保険課／生活福祉課／こども保育課／おやこ保健福祉課

障がい福祉課／健康長寿課／地域医療政策課

消防本部 総務課／予防課／警防課

北方総合支所 市民サービス課

北浦総合支所 市民サービス課

北川総合支所 市民サービス課

企画部 人権推進課／男女共同参画推進室／国スポ・障スポ推進課

商工観光文化部 歴史・文化都市推進課

教育委員会 教育政策課／学校支援課／学校教育課／アスリートタウン推進課

社会教育課／図書館／北方分室／北浦分室／北川分室

企画部 地域・離島・交通政策課

市民環境部 生活環境課／廃棄物処理施設整備室／脱炭素政策室／資源対策課／清掃工場

都市建設部 都市計画課／土木課／建築住宅課／建築指導課／空家施策推進室／用地調査課

上下水道局 業務課／水道課／下水道課

北方総合支所 産業建設課

北浦総合支所 産業建設課

北川総合支所 産業建設課

企画部 企画課／経営政策課／情報政策課／契約管理課

総務部 総務課／職員課／管財課／財政課／市民税課／資産税課／納税課

商工観光文化部 新財源確保推進室

会計 会計課

選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

監査委員事務局 監査委員事務局

議会事務局 議会事務局

北方総合支所 市民サービス課

北浦総合支所 市民サービス課

北川総合支所 市民サービス課

人

づ

く

り

都

市

環

境

行

財

政

運

営

構　　　　成
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流
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（設置） 

第１条 延岡市長期総合計画（以下「計画」という。）の策定にあたり、市民が政策形

成段階から参加し、市民と行政が意見を交換しながら計画案を作成するため、まちづ

くり市民ワーキンググループ（以下「市民ワーキング」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 市民ワーキングの所掌事項は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(１) 計画策定に向けての政策提案に関すること 

(２) 計画の原案を市職員のワーキンググループとともに策定すること 

(３) その他計画策定の推進に関すること 

２ 市長は、前項に掲げた協議の結果及び意見等を計画に反映させるものとする。 

（メンバー） 

第３条 市民ワーキングのメンバーは、まちづくりについて意欲、経験及び識見のある

市民等のうちから選任する。 

２ 前項の市民等とは、本市に住所を有する者又は本市に勤務もしくは在学している者

であって満１８歳以上の者とする。 

３ メンバーは１００名程度とし、公募及び推薦により募集するものとする。 

（メンバーの責務） 

第４条 メンバーは、誠意をもって会議等に臨まなければならない。 

（メンバーの任期） 

第５条 メンバーの任期は、作業終了時までとする。 

（メンバーの報酬等） 

第６条 メンバーは、無報酬とする。 

２ 会議出席に係る旅費等は支給しない。 

（庶務） 

第７条 市民ワーキングの庶務は、企画部企画課が処理する。 

 （その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は別に定める。 

附 則 

 この要綱は、平成１８年７月３日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和２年６月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和７年５月１４日から施行する。 

まちづくり市民ワーキンググループ設置要綱 
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まちづくり市民ワーキンググループ「100 人市民会議」 
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まちづくり市民ワーキンググループ「100 人市民会議」 
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第１章 行政経営会議 

（設置） 

第１条 市の行政経営の基本方針及び重要施策に関する事項を協議し、並びに各部局の

相互連携の調整を図り、市政を効率的、効果的及び戦略的に遂行するため延岡市行政

経営会議（以下「経営会議」という。）を置く。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意味は、当該各号に定めるところ

による。 

（1）順序１位副市長 副市長の事務分担及び市長の職務を代理する副市長の順序を定

める規則（平成 23 年規則第 10 号。次号において「順序規則」という。）第２条第１

項第１号に掲げる副市長をいう。 

（2）順序２位副市長 順序規則第２条第１項第２号に掲げる副市長をいう。 

（組織） 

第３条 経営会議は、市長、順序１位副市長、順序２位副市長、教育長、企画部長、総

務部長、危機管理部長、市民環境部長、健康福祉部長、農林水産部長、商工観光文化

部長、都市建設部長、北方総合支所長、北浦総合支所長、北川総合支所長、上下水道

局長、会計管理者、議会事務局長、教育部長及び消防長をもって組織する。 

（主宰） 

第４条 経営会議は、市長が主宰する。 

（開催） 

第５条 経営会議は、原則として毎月最後の月曜日の午前９時から開催する。ただし、

当該日が休日に当たるときは、当該休日の直後の勤務日に開催するものとする。 

２ 前項に規定するもののほか、市長は、必要があると認めるときは、経営会議の開催

日を変更し、又は臨時に経営会議を開催することができる。 

（付議事項） 

第６条 経営会議に付議する事案は、協議事項及び報告事項とする。 

２ 協議事項は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（1）市の行政経営の基本方針に関すること。 

（2）重要な新規事業その他重要な施策に関すること。 

（3）特に重要な行事に関すること。 

（4）前各号に掲げる事項のほか、市長が必要と認めること。 

３ 報告事項は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（1）経営会議で協議決定した事項の執行状況に関すること。 

延岡市行政経営会議及び経営行動会議設置要綱 

 



 

２０１ 

 

（2）各部局の執行状況のうち特に重要と認められること。 

（3）前２号に掲げる事項のほか、市長が必要と認めること。 

（説明者の出席） 

第７条 市長は、経営会議の付議事項について説明させるため、必要と認める職員を経

営会議に出席させることができる。 

（協議決定事項の実施） 

第８条 経営会議において決定した事項については、市長が別に指示するところにより

実施するものとする。 

（付議手続） 

第９条 各部局の長は、所管事務のうち経営会議に付すべき事案があるときは、開催日

の５日前までに資料を添えて事務局に送付しなければならない。 

（事務局等） 

第 10 条 事務局は、企画部経営政策課に置く。 

２ 経営政策課長は、経営会議の議事を記録及び保管しなければならない。 

 

第２章 経営行動会議 

（ 省 略 ） 

 

附 則 

 この要綱は、平成１８年５月１１日から施行する。 

 この要綱は、平成１９年４月９日から施行する。 

 この要綱は、平成１９年１０月９日から施行する。 

 この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

 この要綱は、令和２年７月１日から施行する。 

 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

 この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

 この要綱は、令和５年７月１日から施行する。 

 この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

 この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

 この要綱は、令和７年８月 28 日から施行する。  
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（趣旨） 

第１条 この条例は、本市における総合的かつ計画的な行政の運営を図るため、長期総

合計画の策定に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところ

による。 

⑴ 長期総合計画 市における総合的かつ計画的な行政の運営を図るための計画であ

り、基本構想及び基本計画からなるものをいう。 

⑵ 基本構想 市政の最高理念であり、都市像及び基本目標を示すものをいう。 

⑶ 基本計画 市政の基本的な計画であり、基本目標を踏まえた施策の基本的方向及び

体系を示すものをいう。 

（策定） 

第３条 本市は、まちづくりの長期的な展望を示すとともに、魅力あるまちの将来都市

像を描き、市民とともに共有しながら、その実現に向けて施策を着実に推進するため、

長期総合計画を策定する。 

（審議会への諮問） 

第４条 市長は、長期総合計画を策定するに当たっては、あらかじめ延岡市長期総合計

画審議会に諮問するものとする。 

（総合計画の公表） 

第５条 市長は、長期総合計画の策定後、速やかにこれを公表するものとする。 

２ 前項の規定は、長期総合計画の変更について準用する。 

（他の計画との整合） 

第６条 個別行政分野における施策の基本的な事項を定める計画を策定し、又は変更す

るに当たっては、長期総合計画との整合を図るものとする。 

（審議会の設置） 

第７条 第４条の規定による市長の諮問に応じ、長期総合計画に関する調査及び審議を

行うため、延岡市長期総合計画審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（審議会の組織） 

第８条 審議会は、委員 30 人以内で組織する。 

２ 委員は、公共的団体を代表する者、行政機関の職員及び学識経験者のうちから、市

長が委嘱する。 

３ 委員は、当該事案の審議が完了したときは、その職を失う。 

 

延岡市長期総合計画条例 
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（審議会の会長） 

第９条 審議会に、委員の互選により会長を置く。 

２ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代理する。 

（審議会の招集及び会議） 

第 10 条 審議会は、会長が招集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 審議会は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

４ 議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（審議会の庶務） 

第 11 条 審議会の庶務は、企画部において処理する。 

（委任） 

第 12 条 この条例に定めるもののほか、長期総合計画の策定に関し必要な事項は、市

長が別に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（延岡市長期総合計画審議会条例の廃止） 

２ 延岡市長期総合計画審議会条例（昭和 51 年条例第２号）は、廃止する。 
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延岡市長期総合計画審議会委員名簿 

 

（敬称略）

区　分 名　前 所　属　名

内田　千博 延岡地区森林組合

宇戸田　定信 延岡市水産振興委員会

沖　慎司 宮崎県北地区同盟

甲斐　稔康 延岡商工会議所

河内　カズ子 のべおか男女共同参画会議２１

木村　健一 延岡地区建設業協会

木村　太輔 延岡青年会議所

楠田　富雄 宮崎県農業協同組合延岡地区本部

黒木　保善 INOBECH協同組合

佐藤　信博 延岡市医師会

首藤　香織 延岡市保育協議会

髙橋　寿 宮崎県建築士会延岡支部

田村　吉宏 延岡市公民館連絡協議会

土井　裕子 のべおか男女共同参画会議２１

友井　康弘 延岡市商店会連合会

友碇　将徳 延岡市PTA連絡協議会

中村　誠 延岡市高齢者福祉協会

福田　達也 延岡市スポーツ協会

古見　常雄 延岡市民生委員児童委員協議会

松田　和己 延岡市文化連盟

松田　一美 延岡商工会議所女性会

溝田　輝男 延岡市社会福祉協議会

宮川　雅光 県北地区労働組合会議

森　龍彦 延岡商工会議所

森口　正輝 延岡市区長連絡協議会

盛武　一則 延岡観光協会

学識経験者（１名） 倉澤　美智子 九州医療科学大学

二見　茂 宮崎県東臼杵農林振興局

島川　浩一 国土交通省九州地方整備局延岡河川国道事務所

戸田　正人 宮崎県延岡土木事務所

行政機関（３名）

公共的団体等（26名）
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延 企 第  270 号  

令和７年 10 月 31 日  

 

 

延岡市長期総合計画審議会 会長  様 

 

 

延岡市長  三 浦 久 知  

 

 

 

第７次延岡市長期総合計画 基本構想案及び 

前期基本計画案について（諮問） 

 

 

 

このことについて、貴審議会のご意見を得たく諮問いたします。 

 

諮問事項 

 

１．第７次延岡市長期総合計画 基本構想案及び前期基本計画案について 
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 令和７年 12 月 19 日  

 

延岡市長  三浦 久知  様 

      

延岡市長期総合計画審議会  

       会長  森 龍彦   

 

 

第７次延岡市長期総合計画基本構想及び前期基本計画について（答申） 

 

 

令和７年 10 月 31 日付 延企第 270 号をもって諮問のありました「第７次延岡

市長期総合計画 基本構想及び前期基本計画」について、延岡市長期総合計画条

例第７条の規定に基づき、慎重に審議を重ねてまいりました。 

 

その結果、下記のとおり結論を得ましたので、ここに答申いたします。 

 

記 

 

本計画案は、本市を取り巻く社会経済情勢の変化を的確に捉えるとともに、新

たな行政課題等にも柔軟に対応しながら、向こう 10 年を見据えたまちづくりの

方向性を、基本構想及び前期基本計画として体系的に示したものとなっておりま

す。 

 

また、各分科会における専門的かつ多角的な議論を通じて、計画全体の整合性

や実現性についても十分に検討がなされており、今後の市政運営の指針として、

概ね妥当なものであると判断いたします。 

 

計画の推進にあたっては、将来像の実現に向けて、市民、地域、関係団体等と

の連携を大切にしながら、施策を着実かつ効果的に展開されることを期待いたし

ます。 

 

なお、本審議会として、長期総合計画を推進するにあたっての主要な意見を付

しますので、これらの意見について、特段の配慮をお願いいたします。 
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≪附帯意見≫ 

１．第１部「次世代を育むまち」について 

  人口減少対策については、出会い・結婚・出産から子育て、教育に至るまで

切れ目のない支援となるよう、総合的な施策を推進していただきたい。また、

自然環境を活かした教育や情報化社会に対応した教育環境の充実についても、

将来を見据えて取り組んでいただきたい。 

 

２．第２部「交流連携のまち」について 

  交通インフラや公共交通の利便性向上を図るとともに、スポーツや文化資源

を活かした交流人口の拡大や、多文化共生の視点を踏まえた取組を推進してい

ただきたい。 

 

３．第３部「力強い経済・産業のまち」について 

  農林水産業の持続的発展に向けた支援を着実に進めるとともに、商業・観光・

工業分野においては、本市の強みを活かし、地域経済の活性化につながる施策

を展開していただきたい。 

 

４．第４部「安心・安全なまち」について 

  大規模災害への備えとして、防災・減災対策を不断に見直し、関係機関が連

携した実践的な体制づくりを進めていただきたい。また、医療・福祉分野にお

いては、持続可能な体制確保に向けた取組を推進していただきたい。 

 

５．第５部「多様性を認め合い学び活躍できるまち」について 

  文化やスポーツを通じた市民の学びと交流の場の充実を図るとともに、男女

共同参画の視点から、誰もが安心して働き続けられる環境づくりを推進してい

ただきたい。 

 

６．第６部「快適に暮らせるまち」について 

  生活インフラの計画的な維持・更新を進めるとともに、空き家対策や身近な

生活環境の整備など、市民生活の質の向上につながる取組を進めていただきた

い。 

 

７．第７部「まちを支える市役所」について 

  市民協働の基盤となる地域活動の持続可能性を高めるとともに、限られた職

員体制の中においても、効率的で分かりやすい行政運営と情報発信に取り組ん

でいただきたい。 
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延岡市民まちづくりアンケート 
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選択的設問の回答 
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ワードクラウドによる結果 

問 7-14，20，23，24 
 

キーワードの出現回数・他の単語との関連性や特異性・全体のテキストの中で相対

的に重要であるか、といった点で「スコアが高い」と判断されたキーワードが大きく

表示される。 

設問の中に含まれるキーワードなど、分析に不要と思われるキーワードは除外。 

名詞は青、動詞は赤、形容詞が緑で表示される。 
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問 24 自由記述の 

コメント分析 
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